
具体的な事業内容 実施時期・場所・人数
事業費

(千円)

非営利活動団体の現状及び活動状況の理解を深め
又支援ノウハウの習得を図るために、市民活動家、大
学教授、企業幹部等有識者を講師に招き、プロボノメ
ンバーのレベル向上を図る研修

・進行はプロボノ企画メンバー(研修生OB)が担当
・研修の1コマをプロボノOBが担当

◇実施時期と講師は、下表参照
※新型コロナウイルス拡大防止策の

ため2回はオンラインにて実施
◇人数：4社8名

住友理工㈱ ：2名
㈱ﾃﾞﾝｿｰ ：3名
㈱サンゲツ ：2名
あずさ監査法 人：1名

1,000

《研修月日及び講師一覧》

特定非営利活動法人中部プロボノセンター

令和3年度事業報告書
（令和3年4月1日～令和4年3月31日）

１ 事業実施の概略
特定非営利活動法人中部プロボノセンターは、企業人の持つ知識・技能・経験を適切に提供することにより、

名古屋市を始めとする中部地方の非営利活動団体の事業活動をいっそう向上させることを目的とし次の事業

を実施した。

(1)定款第5条1項プロボノメンバー育成研修事業として、第8期プロボノメンバー育成研修

※研修は、新型コロナウイルス拡大防止策に従い、第3回、第4回はオンラインにて実施

(２) 2項のパッケージプログラム事業 (昨年度延期になった第7期生を含む）

(３) 4項の人材及び情報等の交流、連携協力に関する事業として、プロボノバンク事業

(４) 1・２項に関する事業として、大同メタル工業株式会社委託事業「第3回大同メタルプロボノプログラム」受託

(５) 6項の教育及び啓発に関する事業として、愛知県委託事業「寄附のゼミナール2021inあいち」受託

２ 特定非営利活動に係る事業の実施に関する事項 ＊表内の(新)は新たな活動

(1) 9期プロボノメンバー育成研修事業
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時間割 ：午前 9:30～12:30 午後 13:30～16:30
場 所 ：★日本陶磁器センタービル 多目的ホール など

◇名古屋国際センタービル5階 第4会議室
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(2)非営利活動団体支援パッケージプログラム事業
新型コロナウイルス感染拡大防止策に伴い延期となっていた7期メンバーも同時に支援を行う

具体的な事業内容 実施時期・場所・人数

事業

費

(千円)

社会課題の解決に向け、取り組んでいる非営利団体（NPO)
の支援として、NPOを一般公募し、選定委員会にて3団体を
選び、団体が希望するテーマを7期と8期のプロボノメンバー
が支援する。

※令和3年度もコロナ拡大防止策として、「まん延防止
措置」や「緊急事態措置」が発令され、オンライン
と対面とを組み合わせながらチームで工夫をして
活動した。
全員が集合する、「キックオフミーティング」
「中間報告会」はオンラインで実施をし、「最終
報告会」は、「まん延防止等重点措置」が解除されたため、
感染対策をとり対面で実施した。

◇キックオフミーティング（オンライン）
選定された下記NPOとプロボノとのチーム分け後の
顔合わせ、テーマ選定、ゴール設定をした
各チームにアドバイザーが2名参加した

《 支援先NPO》
・大人の社会参加を応援する学びの場Mirai Terrace+
・NPO法人オフィス・マハロ
・社団法人こども女性ネット東海
◇中間報告会

課題を絞り込み今回の支援期間でやることを再確認
・NPOの問題を理解してキチンと課題をつかんでいるか
・課題に対して今回達成するゴールを設定しているか
・ゴールに向けてアクションプランを考えているのか
（アクションプランが多い場合は優先順位を決める）
◇最終報告会
各チーム毎に、今まで活動してきた成果と感想を
発表する

◇団体募集：令和3年4月中旬～5/24
◇選定委員会：オンライン(zoom)
・日時：令和3年年5月30日(日)20:00-21:30
・選考委員：プロボノ企画メンバー8名、

事務局 2名
・応募団体数：6団体
・選定団体数：3団体
◇プロボノチーム分け

◇キックオフミーティング（オンライン）
・日時：令和3年6月20日13：30～16：00
・参加人数：20名

◇中間報告会 （オンライン）
・日時：令和3年8月28日(土)13：30～15：30
・参加人数：18名

◇最終報告会 (9期の第2回研修時：対面）
・日時：令和4年1月15日 13:30～16：10
・場所：日本陶磁器ｾﾝﾀｰﾋﾞﾙ 多目的ﾎｰﾙ
・参加人数：7期・NPO 10名 ＊会場

8期・NPO 7名 ＊オンライン
9期：8名
企業：4社 6名
事務局・プロボノOB 5名

300

《参考：令和３年度感染拡大防止策》
[まん延防止等重点措置] 4/20～5/11
［緊急事態措置] 5/12（水）～6/20
[まん延防止等重点措置] 6/21～7/11
[まん延防止等重点措置] 8/8～8/26
[緊急事態措置] 8/27～9/30
[まん延防止等重点措置] 令和4年/1/21～3/21

【7期プロボノ】7名

№ 支援先団体 会社名

1 住友理工㈱

2 住友理工㈱

3 あずさ監査法人

4 ㈱サンゲツ

1 住友理工㈱

2 あずさ監査法人

3 ㈱サンゲツ

大人の社会参加を
応援する学びの場
Mirai Trrace+
(知多市）

NPO法人
オフィス・マハロ

（小牧市）

【8期プロボノ】6名

№ 支援先団体 会社名

1 住友理工㈱

2 住友理工㈱

3 住友理工㈱

4 住友理工㈱

5 住友理工㈱

6 ㈱サンゲツ

一般社団法人
こども女性ネット

東海
（名古屋市）

団体名 大人の社会参加を応援する学びの場Mirai Trrace+

テーマ 活動モデルの明確化、視覚化

ゴール
支援者を具体化し、活動モデルの全体像の構築及び視覚化を行う

団体名 NPO法人オフィス・マハロ

テーマ
「事業継続のための安定した資金調達の仕組みづくり」と
「マハロ活動周知のためのPR強化」

ゴール
事業基盤（財務）安定化
広報（および上記提案・交渉のためのツール作成）の充実

団体名 一般社団法人こども女性ネット東海

テーマ
組織戦略の詳細化
地域防災組織に「こどもと女性」を参画させるための支援

ゴール
直接の依頼「防災グランプリ」の企画立案」に対し、組織の目的から俯瞰し
見直した活動を提案する



具体的な事業内容 実施時期・場所・人数
事業費

(千円)

◇第５回中部プロボノフェス開催
①講演会
講師：鈴木 修一郎氏

（株式会社ウェイストボックス 代表取締役）
演題：脱炭素社会の動きと対応
〜いま中堅中小企業に求められる脱炭素経営〜

②交流会
プロボノ間の交流を深め、情報交換
1期～8期、愛知県事業のプロボノ、NPOの希望者
＊zoomのブレークアウトセッションを使用

◇プロボノバンク登録者数（下表参照）

◇開催日時：令和３年6月12日
(土) 14:00～16：40

◇方法：オンライン（zoom）

◇参加人数：
①講演会 33名
②交流会 15名

◇評価：アンケート結果より
参加者満足度（5点満点）
・講演会 4.4点
・交流会 4.7点

55

(3) プロボノバンク事業 ※新型コロナウイルス感染拡大防止のためオンラインで実施

具体的な事業内容 実施時期・場所・人数
事業費

(千円)

◇「第3回大同メタルプロボノプログラム」
地域社会の課題に取組んでいるNPO団体を資
金面での助成と、社員がプロボノとして支援
の企画、運営

①支援先NPO募集→募集説明会：3ヶ所,オンライン
（犬山市、小牧市、一宮市）

②選考はプレゼン審査後選考委員会開催→決定
・応募団体数：7団体
（犬山市2、一宮市２、名古屋市1、岡崎市１、扶桑町
・決定団体；2団体

・NPO法人コネクトスポット （岡崎市）
・さんSUN♡すまいる （一宮市）

③キックオフ、プロボノ＆NPO合同研修
・講師：戸成代表理事
・研修内容：プロボノ入門、社会情勢について

問題から課題へ、3C分析・SWOT分析（演習）

④ＮＰＯ団体支援プログラム
プロボノ9名は2チームに分かれ団体を支援
団体の活動場所でミーティング＆ネットを活用

・NPO法人コネクトスポット
テーマ：企業向けの営業戦略

・さんSUN♡すまいる

テーマ：産後うつゼロを目指し産前産後の女性に
必要な情報を届けたい

◇中間報告と最終報告会
進捗状況の確認とNPOから助成金活用申請、
最終報告では、中間報告からの変更点を確認

⑤最終報告会開催
各チーム毎に活動結果と感想を会社幹部の前で
発表した。プロボノの所属上司はオンラインにて参加。

◇アンケートによる満足度調査 （４点満点）
ＮＰＯ団体；3.8点 プロボノ；3.3点

◇実施期間：令和3年7月～令和4年2月
◇場所：事業所のある地域

（愛知県内）
①募集期間：7月15日～7月31日

説明会参加団体数：10団体
募集団体数：2団体

②選考委員会月日：7月29日（木）
場所：オンライン（zoom)
選考委員：4名

（ブイチトルン氏、三島氏、
大同メタル工業㈱、戸成氏）

③キックオフ、プロボノ & NPO 合同研修
・開催日時:9月17日(日)14:15-16:45
・研修場所：オンライン
・参加人数：20名

社員プロボノ9名、アドバイザー3名
NPO団体 5名
事務局 3名

④ＮＰＯ団体支援プログラム
・期間：令和3年9月～令和4年2月
《参加プロボノ人数》

NPO法人コネクトスポット：5名
さんSUN♡すまいる：4名

◇中間報告会

・開催日；令和3年11月18日(木)
・場所 ；犬山事業所,1部オンライン
・参加人数；15名＋事務局4名

（大同メタル工業11名、NPO4名）
◇最終報告会

・開催日令和４年 3月1日（火）
・場所：犬山事業所、1部オンライン
・参加人数；32名＋事務局2名
（大同メタル工業：社長以下 5名、
所属上長9名、プロボノ9名、
ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ3名、NPO6名）

671

※
助成金
は別途
企業
から
NPOへ
各20万
円

(4) 大同メタルプロボノプログラム事業
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(4) 愛知県「寄附のゼミナール」委託事業

具体的な事業内容 実施時期・場所・人数
事業費

(千円)

若者の寄附意識や社会参画・貢献意識の醸成を図ること
を目的に、県立高校、私立高校、中学校の計4校におい
て、
ＮＰＯへの寄附を通じた社会貢献方有働を考える「寄附の
ゼミナール」を実施する。

①参加するNPOを募集→募集説明会：4か所、オンライン
（安城市、半田市、豊橋市、春日井市）

②選考委員会
委員は応募18団体を事前に資料にて基準に
合わせ審査し全員の総意で12団体を決定

③選定されたNPOを対象に、ファンドレイジング、
ファンドレイジングの意義やプレゼンスキル、効果的な
資料作成を学ぶ研修開催

◇集合研修：選ばれた12団体
ア） 「NPO活動資金の効果的な獲得について」
イ） 「伝えるから伝わるプレゼンテーション」

◇個別プレゼン研修
事前提出のプレゼン資料を
添削し、実習指導

④愛知県が指定する県立高校2校、
私立高校1校、
市立中学校1校を訪問し、
ワークショップ形式を入れた「寄附のゼミナール」を実施

⑤団体のアピールポイントのプレゼンと生徒の投票結果に
て寄付金決定

⑥まとめ：
アンケート調査・・NPO、実施学校先生、実施学校生徒

⑦事業最終年として、4年間の活動実績パネルを作成

◇実施期間：令和3年6月～令和4年2月
◇場所：高校3校、中学1校

・愛知県立半田商業高等学校
・愛知県立豊橋工科高等学校
・安城学園高等学校
・春日井市立東部中学校

①募集期間：7月9日～8月16日
募集団体数：県内12団体（3団体/校）
説明会参加団体数：20団体22名

②選考委員会：8月27日
選考委員：7名
（榎田氏、山崎氏、協賛団体3団体、

愛知県、戸成氏）
応募団体：18団体
場所：オンライン（zoom)

③NPOへの研修は新型コロナウイルス感染
拡大防止のため集合研修はオンライン、
個別は1団体ずつ直面で実施
◇集合研修日：9月12日（土）

開催場所：オンライン（zoom)
講師：ア）西村 健氏

（日本ファンドレイジング協会
東海チャプター共同代表）

イ）戸成 司朗代表理事
◇個別研修：9月28日、9月30日

10月6日,10月18日・・・1団体ずつ

◇場所；豊橋市、名古屋市、安城市、
半田市

◇参加団体：各場所合計12団体
講師：戸成司朗氏、
別所大介氏（プロボノスペシャリスト）

④寄附のゼミナールを下表の4校にて実施
⑤寄附金活用報告：202２年1月

協賛金：90万円（30万円×3団体）
（高校対象：30万円/1校）

協賛団体：ア）住友理工株式会社
イ）東海労働金庫

ウ）株式会社サーラコーポレーション

⑥アンケート調査（1月）；5点満点

1,389
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1日目 2日目

NPO法人とこっ子（常滑市） 42 168,000円

NPO法人創Seeds（豊明市） 6 24,000円

さえずりの杜（半田市） 27 108,000円

NPO法人クオーレ（豊橋市） 24 93,506円

岩屋緑地に親しむ会（豊橋市） 24 93,506円

みなと塾　（豊橋市） 29 112,988円

学校が苦手な子と親の居場所
おこのみ会　（安城市）

7 150,000円

NPO法人アルフィン　（半田市） 3 64,286円

NPO法人Earth as Mother（名古屋市） 4 85,714円

NPO法人あいちかすがいっこ（春日井市） 11

NPO法人多文化共生サポートAdagio（西尾市） 23

安城防災ネット（安城市） 41

11/30(火)
15:30-16:20

12/3(金)
15:30-16:20

団体名 得票数

東部中学校
(86名)

1年;28名
2年;25名
3年；33名

ゼミナール

10/28(木)
13:30-14:20

11/4(木)
13:30-14:20

11/17(水)
9:10-10:00

11/24(水)
9:10-10:00

12/10(金)
16:00-16:50

豊橋工科高校
(1年生80名)

安城学園高校
(15名)

12/17(金)
１４:00-１４:50

半田商業高校
(2年生約80名)

寄付金額
学校名

（生徒数）

・NPO・・４．８点 学校・・４．４点
・生徒・・寄附に対する意識が変わった→96.8％

何等かの形でactionをおこしてみたい→89.2%



（２）理事会 ※新型コロナウイルス感染拡大防止のため全てオンラインにて実施

① 第1回

・日時：令和3年5月22日(土) 19:00～20:0０

・議題：令和3年度の活動計画、予算計画、今後の活動について

②第2回

・開催日時：令和4年3月26日（土） 10:00～11:00    

・議題：令和3年度の活動報告、会計の途中報告

４．その他報告事項

（１）プロボノ企画委員会開催 ＊日曜 20：00～オンライン

・企画委員：12名、事務局

・開催頻度：月に1回程度 ＊テーマ内容によって開催を決めた

・議題： 7・8期生のNPO支援プログラムのサポートについて

9期生の育成研修及びNPO団体支援活動のサポートについて

中部プロボノセンター10周年記念プロボノフェス開催（令和4年5/7）に向けてて企画運営

中部プロボノセンターの今後の活動施策について

（２）プロボノについて講座依頼（プロボノとは、事例紹介）

①碧南市市民活動センター 「プロボノ活動とは」

・日程：令和3年6月21日（土）

・場所：碧南市市民活動センター、オンライン

・対象：碧南市民活動センター 登録ボランティア

・参加：事務局（大須賀）、スペシャリスト（矢吹、内藤） 計3名

②ボラみみ佐原氏より依頼・・「連携・協働のためのコーディネーター専科」

・日程：令和3年10月7日（木） 14：20～15：40

・場所：あいちNPO交流プラザ 会議室

・対象：愛知県内 連携・協働促進コーディネーター（行政、市民センター職員）

・講師：中部プロボノセンター（大須賀）

大同メタル工業㈱（濱島氏）

以上

３ 会議の開催に関する事項
（１）通常総会

①開催日時及び場所

令和３年6月１２日(土)12：30～13：30 オンライン開催 ＊新型コロナ拡大防止策

②議題

ア 令和２年度事業報告

イ 令和２年度決算報告、監査報告

ウ 令和３年度計画

エ 令和３年度活動予算

オ その他
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